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新　着　資　料　の　紹　介

資　料　室

　1）　ソ連科学アカデミー地質学・地球物理学・地球化学部会編（1田4〉：「Kao諏HHH（カオリン）」，

ナウカ出版所，モスクワ，191p・，2L5×14・5cm（露文），UDC：553．612

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

B。A』PMO五沁K：窯業原料資源に対する地質調査研究課題について　　　　　　　　　　　　P。7－　9

B．n，neTpoB：カオリンの生成条件とその性質（表1，参8）　　　　　　　　　　　　　p．10－19

B。H、ΦKHbKoほか：沿海州の初成カオリン（図6，表2，参4）　　　　　　　　　P．20－29

B．C．BaCKπbeB：シベリァ中部のカオリナイト質粘土の生成・濃集規則性（図3，表6，参3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．29－47

B・A・Φa湘y朋HH：コクチェタフ地塊におけるカオリン質風化殻分布の特徴（図1）

A，H。HayMOB：アレクセーエフ　カオリン鉱床の地質構成の特徴（図1，表1）

A．14。EBceeBほか：ムゴジャール地区一新しい高品質カオリン資源産地（図2）

A・H・CTenaHOBほか：ウラル地方オレンブルグ地域のカオリン（参4）

K・F・1工y6卿aほか：ウクライナ　カオリン鉱床生成区（図1，表1，参6）

F．A．HBaHueHKo：ドゥブロフスキー　アルカリ　カオリン鉱床（図1，表2，参2）

A汀L　AΦaHacbeBほか＝バルチック楯状地東部のカオリン鉱床探査の展望（参10）

C．c　qeKHHほか：カオリン質風化殻中の長石と白雲母の変質の諸特徴（図12，参8）

K）・A・PyCbKO：

p．47－50

p．50－58

p．59－61

p．61－66

p．66－79

p．79－83

p．84－87

p．88－95

　　　　　　　ウクライナ楯状地風化殻岩石中のカオリナイトの構造と形態（図5，参9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．95－106

E。r．KyKoBcKH茸：カオリン・の品質評価に当ってのカオリナイトの構造特性（図1，参3）P。107－111

B．A．双pH皿ほか：混合層型カオリナイトーモンモリロナイト鉱物の回折特性（図5，参8）P』112－125

B。T．norpe6HO藍：ウクライナ楯状地花闇岩類のカオリン質風化殻形成時における珪酸のバランスとペ

　リカナイト化作用（表2，参5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．125－130

巫・C　KoMcK朋ほか：初成カオリン富化度の評価（図2，表3）　　　　　　　　　　　　P．131－135

几B．皿Be皿ほか：アレクセーエフ鉱床産カオリンの化学的漂白作用能力について（図7，’表1，参5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　p。136－142

r．H．Bac朋OBほか：工業用カオリン’の物質組成と工学的性質の比較問題によせて（図4，表2，参

　5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P。142－148
n・兄丁OKapeBほか：プロシャノフ鉱床・グルホウェツ鉱床産カオリン中の鉱物混在物分布の特徴（図

　6，表2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．148－153
B。JL　no涯OBKHKHHほか：製紙工業でのカオリン使用の展望について

几A・双aHHみOBaほか：紙の色に対するカオリンの影響（図3，表2，参6）

B・C・CeMeHOBほか：カオリン精製尾鉱の石英の利用（表6）

JI．瓢．rpoxOBCK曲：カオリン鉱床の工業的評価の特徴について

レ1．JI．皿aMaHCKH茸　ほカ〉：

9154－157
p．158－163

p．164－167

p．168－175

　　　　　　　　　　　ソ連のカオリン資源の地質学的・経済学的特徴，鉱量の現在と将来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．176－179

B．Φ，Fop6aueBほか：ソ連のカオリン工業の原料産地の状態と地質調査・探査の主な方向P．179－184

　2）　C・P。瓢ec曙調闘　（雪974）　＝　「1〉玉exaRH可ecKKe　cBo藍cTBa　rpyHToB　Hみa60paTopHHe　MeTo双bl　Hx

o∬pe八e肥HHH（地盤の力学的性質とその室内決定法）」，ネドラ出版所，モスクワ，191p・，図！45，表23，

参72，22×15cm（露文），UDC：624．131
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3）全ソ地質研究所（葺975）8「Hpo6肥MH　reoxHMHH

（レニングラード），新シリーズ，第241巻，

A．A．CMbIc，πOB：

B・A・Py八HHK6∫α」・＝

H。レ1。A6paMOB四8厩」

　3）

K）．B．Ka3HUbIH：

E．B．H，πK）皿leB認α」・

JI．K．JleBCKH首＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

一元圧縮

　一般概念

　実験装置

　試料の調整と実験法に関する基本

　加圧装置の検定

　一元圧縮による地盤試料の実験順序，圧縮係数の決定と一元圧縮の総変形係数の決定

　地盤の陥没度とその決定法

　標準圧密法による地盤の最適密度・最適含水率の測定

　粘土質含水飽和地盤の漸動測定法

　瞬間変形と瞬間変形係数の測定法

　圧縮漸動変形規則性の決定法，相対圧縮漸動変形一時間曲線と相対圧縮漸動変形一破断曲線

　の記載

　老化・圧密・継承漸動理論検討法

　粘土質地盤の漸動特性の実用的測定法

　熱漸動

　振動漸動

　膨潤圧測定法

単純転位

　概説

　単純転位条件下での地盤試料実験装置

　一平面切断装置

　べベリング・振り装置

　地盤転位抵抗測定法概説

　最終圧密条件下での砂質地盤・粘土質地盤の転位抵抗室内測定法

　圧密一非排水法と非圧密一非排水法による地盤転位抵抗の測定

　未了圧密条件下での粘土質地盤転位抵抗室内測定法

　自然傾斜角による崩礫質地盤内部摩擦角の決定

　粘土質地盤の長期抵抗とその測定法

　単純転位時の粘士質地盤漸動の実験法概説

　単純転位時の粘土質地盤の時間的変形規則性の記録型式

　単純転位の瞬間変形規則性測定法

　単純転位の漸動変形規則性の測定

　転位時の熱漸動

　孔隙水の過圧測定法と測定機器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地球化学の諸問題）」，全ソ地質研究所報告

　　　　　　　　　　　　　　　　181P・，27×18cm（露文），UDC：550。4：06L3

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

　　　　地化学期，地化学区とそのメタロジェニー特性（図3，表3，参26）　　P・5－18

　　　　　　マグマ活動の岩石化学的進化方向（図8，参68）　　　　　　　　　　P。19－43

　　　　　　　　ソジウム系列花闇岩類コンプレックスの岩石化学的特殊化の性質（図5，表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．44－53

　　　　　交代作用と鉱石構成物質の地球化学的歴史（表1，参10）　　　　　　　P・54－61

　　　　　　：鉱化作用の地球化学的様式（図3，参22）　　　　　　　　　　　　　P．61－72

　　　　造構造一マグマ活動活化帯での同位元素の挙動　　　　　　　　　　　　　P・72－76
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Φ・且CanPblKHH6渉α」・：微量元素の移動・濃集過程における天然有機物の役割（表8，参5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．77－89

Φ。JL双yM配p8診畝：鉱床生成節・鉱床生成帯範囲でのメタロジェニー予測への地球化学的累帯構造

　の利用（図4，参12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P。89－98

A．r。Py6肥B：鉱床成因問題解決への同位体法の適用（図2，表4，参9）　　　　　　　　P。98－105

r。14。K孤HMOB6≠α1。：岩石地球化学と水理地球化学の資料による極東地方南部古生界上部系の銅鉱床生

　成の展望（表1，参6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．106－110

几B．Py瓢KBHcT：鉱石フォーメイション系列中での造鉱元素の分布規則性（表1）　　　P・111－116

H．K．3a撫eB＝ソ連の水理地球化学の特色と幾つかの研究課題（参17）　　　　　　　　　P．117－126

C　B．EropoB：卓状地の水理地球化学的特徴とテクトニックスとの関係（参14）　　　　　P・126－132

E．E　Be∬HKOBa6≠α」・：摺曲区と卓状地の水理地質構造体の表成変質・後続成変質帯の水理地球化学的

　特徴（図3，表4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・132一148

巫・C・FypeB四8哲払：堆積層中での自由硫化水素の生成と分布（参16）　　　　　　　　　P・148456

A．E．KpaMapeHKo：地下水の微生物とその地球化学的意義（表3，参25）　　　　　　　P．156－165

E．A．BaCKOB6地乙：太平洋区の熱水を例とした熱水の金属元素含有性と現世鉱化作用（図2，表2，

　参19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．165－174

A．H．〉KaMO甑a：結語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p・175－176

　4）　r・翻。Aβc総團oB題　（1974）：「Pe双KHe皿其eJloqH　B　TepMaJlbHblx　Bo双ax　ByJIKaHH蔓ecKHx　o6πac－

Te藍（火山区熱水中の稀有アルカリ元素）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビルスク，110p．，図19，

表9，参113，22×15cm（露文），UDC：551．23：546。31＋55L49L8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

L　カムチャツカ半島の熱水中の稀有アルカリ元素

　L1　カムチャツカ半島の減圧帯の地質環境，深成熱水の化学組成と稀有アルカリ元素

　　1．1．1パウジェツキー温泉群

．1．2

．1．3

．1．4

．1．5

．1．6

．1．7

。1．8

．1．9

オゼルノヴォ温泉群

千島温泉群

キレウン温泉群

ドヴフユルトーチュヌイ温泉群

バンヌィ温泉群

パラトウン温泉群

マルカ温泉群

プシチャ温泉群

　L　L10ナチカ温泉群

　1・1・11ナルィチェフ地熱区

　L　L12ウゾン＝セミャチノ地熱区

　1．1・13トウムロク山脈温泉群

L2深成熱水湧出帯熱水中の稀有アルカリ元素地球化学

L2．11，000m以浅における岩石と熱水の接触条件下での稀有アルカリ元素の挙動

　L2・2天然水溶液とそのガス相との問のアルカリ元素配分にっいて

　1．2．3　泥釜水溶液中の稀有アルカリ元素

　1。2．4　温度・pH：値・含有成分と稀有アルカリ元素含有率との相関関係

　1．2．5塩素含有率と稀有アルカリ元素含有率との相関性および岩石からのアルカリ元素の溶脱

　1．2．6熱水中におけるアルカリ元素の活性

　1．2。7深成熱水湧出帯中の稀有アルカリ元素の地球化学史

L3深部諸作用による稀有アルカリ元素の挙動の地球化学的規則性と深部熱水生成過程の諸特徴
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　　L3．1熱水の群別

　　1．3・2　1火山帯内における熱水中の稀有アルカリ元素分布の一般地質学的規則性

　　L3。3　深部熱水生成過程の諸特徴

乞　火山帯の熱水の稀有アルカリ元素の起源と熱水の成因

　2・1　自然界における稀有アルカリ元素の濃集と分散の過程および各種の水のその含有率

　2・L1稀有アルカリ元素の地球化学的濃集・分散過程

　2．L2活火山熱水の稀有アルカリ元素の地球化学的諸特徴

　2・1・3　岩石風化時における稀有アルカリ元素の挙動と河川水・海水中のその含有率

　2，L4鉱水と塩水中の稀有アルカリ元素

　2・L5　熱水中およびその他天然生成体中の稀有アルカリ元素分布特性の比較

2・2火山帯の稀有アルカリ元素と熱水の成因

　2．2。1熱水の稀有アルカリ元素の起源

　2，2。2第1群の水の起源

　2・2・3第2群の水の起源

　2・2・4第3群の水の起源

　2・2・5火山帯の熱水の生成図式と深部進化図式

主な結論

　5）先カンブリア系地質・地質年代学研究所編（1974）：「Feo五〇r朋K　MarMaTH3M　o6』acTH　coq』e－

HeH朋BemMop瓢K　KapeハH双（白海山地とカレリア山地の接合地域の地質とマグマ作用）」，ナウカ出

版所レニングラード支所，183p・，図46，表29，参135，26×17cm（露文），UDC：552・3：55L24

　6）臨聡膿呂6蹄oβ編（1975）：「OcHoBHHe3aKoHoMepHocTKyMeo6pa30BaH朋HaTep餌TopHH

CCCP（ソ連の石炭生成作用の主な規則性）」，ネードラ出版所レニングラード支所，全ソ地質科学研究所

報告，新シリーズラ第239巻，335p・，図2，表6，参201，付図7葉，22×15ch・（露文），UDC＝552・57

（47＋57）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章デボン紀石炭生成期

　　　一般構造運動環境と古地理環境

　　　　　卓状地群フォーメイション（エピーバイカル卓状地アクチビゼーション帯北チマン來炭フォー

　　　　　メイション）　　　地向斜群フォーメイション　　　中問型地域の炭層

　　　デボン紀石炭生成作用の一般的規則性

第2章石炭紀石炭生成期

　　　一般構造運動環境と古地理環境

　　　　　地向斜炭層フォーメイション群（内帯凹地フォーメイション，外帯凹地フォーメイション，

　　　　　前山凹地フォーメイション，中問群フォーメイション）　　　卓状地フォーメイション群

　　　石炭紀石炭生成作用と炭層フォーメイション分布の一般的規則性

第3章　二畳紀石炭生成期

　　　一般構造運動環境と古地理環境

　　　　　地向斜炭層フォーメイション群（内帯凹地フォーメイション，外帯凹地フォーメイション，

　　　　　前山凹地フォーメイション，中間群フォーメイション）

　　　二畳紀石炭生成作用と炭層フォーメイション分布の一般的規則性

第4章　中生代前期石炭生成期

　　　一般構造運動環境と古地理環鏡

　　　　　地向斜炭層フォーメイション群（内帯凹地フォーメイション，外帯凹地フォーメイション，

　　　　　前山凹地フォーメイション，中間群フォーメイション）　　　卓状地炭層フォーメイション
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　　　中生代前期石炭生成作用と炭層フォーメイション分布の一般的規則性

第5章　中生代後期石炭生成期

　　　一般構造運動環境と古地理環境

　　　　　地向斜炭層フォーメイション群（内帯凹地フォーメイション，外帯凹地フォーメイション，

　　　　　前山凹地フォーメイション，中間群フォーメイション）　　　卓状地炭層フォーメイション

　　　中生代後期石炭生成作用と炭層フォーメイション分布の一般的規則性

第6章　新生代石炭生成期

　　　一般構造運動環境と古地理環境

　　　　　地向斜炭層フォーメイション群（内帯凹地フォーメイション，前山凹地フォーメイション）

　　　　　卓状地炭層フォーメイション群（新期卓状地，古期卓状地）

　　　新生代石炭生成作用と炭層フォーメイション分布の一般的規則性

第7章　ソ連領内の主な來炭層分布規則性

　7）　A・（》・∬総取yxoB　（1975）；「30HaJlbHocTb　Ko・π星｛e八aHHo－no・π睦MeTa・π汲H哩ecKKx　MecTopo》K八eHK負

（多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性）」，ナウカ出版所シベリア支所，ノボシビルスク，ソ連科学アヵデミー

シベリァ支部地質・地球物理研究所報告，第247集，264p・，図120，表20，参414，27×18cm（露文），

uDc：553．26：553．435／44十550（571．17十574十手7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次　　　　　　　　　　　　　　　　｛

第1部　多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性の問題とその研究法にっいて

　第1章　多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性に関する概念の発展

　　　　　　鉱床のr累帯性」の定義について

　　　　　　多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性研究史

　第2章多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性の定量的解析法

　　　　　　鉱筒の空問的分化作用の解析法

　　　　　　各種タイプの累帯性の変種について

　　　　　　鉱液移動路の解析

第2部　多金属一硫化鉄鉱鉱床の鉱体内の深成累帯性出現形態

　第3章　サライル山脈の多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性

　　　　　　サライル鉱床田硫化物一重晶石鉱床群の鉱体内の累帯性

　　　　　　カメヌシャ鉱床田含銅硫化鉄鉱型鉱床の累帯性

　　　　　　ウスカンダ銅一亜鉛一硫化鉄鉱鉱床の累帯性

　　　　　　ウルスコエ鉱床田多金属一硫化鉄鉱型鉱床の累帯性出現形態

　　　　　　サライル山脈多金属一硫化鉄鉱鉱床中の富鉱体の空問的分化作用の特徴

　　　　　　サライル山脈多金属一硫化鉄鉱鉱床の垂直鉱化累帯性の周期的性質について

　第4章　ルードヌイニアルタイ地方後生多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性

　　　　　　ズィリャノフカ鉱床初成鉱化累帯現象の特徴

　　　　　　チシンスコエ多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性

　第5章　ウラル地方の2・3の硫化鉄鉱鉱床の鉱体累帯性

　　　　　　ガイ鉱床田の初成鉱化累帯

　　　　　　デクチャル含銅硫化鉄鉱鉱床の鉱体内の累帯性

　第6章　火山源一堆積型多金属一硫化鉄鉱鉱床の鉱石累帯現象の特徴

第3部　多金属一硫化鉄鉱鉱床の鉱化累帯とその起源

　第7章　多金属一硫化鉄鉱鉱床の鉱化累帯現象の一般的な規則性

　　　　　　多金属一硫化鉄鉱鉱床の鉱化累帯性の一般傾向

　　　　　　多金属一硫化鉄鉱鉱床の累帯性の周期的性質について

　第8章　多金属一硫化鉄鉱鉱床の多相累帯形成の物理的および物理化学的原因について
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　　　　　　熱水交代過程の熱力学的発達条件

　　　　　　流体力学系における熱水溶液の沸騰過程と選択脱ガス作用の役割について

　　　　　　分散および炉過沈殿一クロマトグラフィック過程での周期的沈殿作用の特徴

　　　　　　平行相関反応進行時における鉱石成分の累帯的沈殿の力学的機構

勧告

むすび

　8）　ソ連科学アカデミー実験鉱物学研究所（1975）＝「OqepKHΦH3HKo－xHM四ecKo茸HeTpoハorHH

（物理化学岩石学論集）」，第5集，ナウカ出版所，モスクワ，27×18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

H・H・Be3MeHほか：核磁気共鳴法による六方晶系磁硫鉄鉱中の空位規制の研究（図3，参8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．5－　8

C。r．11aKH五〇Baほか：高温・高圧下におけるマグマ　メルト中の水の分散の研究法の開発と曹長石一

　含水メルト中の水の分散係数の決定（図3，参10）　　　　　　　　　　　　　　　　　P・9－15

r．n。3apa負CK雌ほか＝複交代スカルン生成体の実験的研究．第2部＝Ca・Mgの酸化物・炭酸塩とア

　ルミナ珪酸塩媒体との相互反応（図19，表4，参8）　　　　　　　　　　　　　　　　　P・16－50

B．H．3blp朋oBほか：霞石一アルカリ長石系での相状態の実験的研究（図19，表13，参41）　P・51－77

H．n．HBaHOB：変成作用時と交代作用時における鉱物平衡をモデル化した大活性成分を有する開放系

　の実験的研究（図14，表3，参91）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・78－105

H．H．HBaHoBほか：固相・水蒸気に対する高圧熱水実験装置（図2，参16）　　　　　　　P・106－110

JL双．Kyp㎜aKoBa：温度・酸素圧を制御した天然斧石の実験的研究（図2，表3，参11）　P・m－120

A。A赫apaKy皿eB：深部鉱化過程における元素共生関係形成の熱力学的基礎（図33・表8・参46）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．121－194r

H．兄HeKpacoBほか：チーライトの合成条件とPbS・SnS－H：Cl系（300－400℃）の相関係（図9・表

　　9，参14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・195－211

P、A．HeKpacoBほか：La203－SiO2－B203一｝120系の相平衡に対するH20相対量の影響（図1，表3，

　参3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P。212－220
几JL　HepqyKほか＝100≦P≦10，000バールと100≦T≦1，000℃での炭酸ガスの熱力学的性質（図8，

　表11，参27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・221－234

E。C，Py八HH耶朋ほか：鉱物類質同像の研究への赤外線吸収スペクトル法適用の可詣陸（図12，参27）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．235－244・

B．H．CopoKHHほか：P－8，000kg／cm2とT－700℃での熱水合成装置．P－6・000kg／cm2での葉

　蝋石の脱水（図4，表1，参7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P。245－249

B・H・THxoMKpoBa：モリブデン珪素ヘテロポリアシッドの形成に対する錫の影響（図4，表3，参8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p。250－255

B．m．mMoHoBほか＝高温・高圧下でのガス圧縮率測定法（図2，参2）　　　　　　　　P・256－257

K・H，皿My刀oB四：CaO－A1203－SiO2－CO2系の鉱物平衡ダイアグラム（図3，表2，参23）R258－266

K・H・HIMyπOBHqほか：グロッシュラー一アンドラダイト系ざくろ石の合成条件と格子恒数（図1，表

　3，参13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・267－275

　9）　駐。正睾・亘30哩aやOB，B。翻・Φ0厳販翌，」置・A・Pe繭xepT　（1974）；「∂KoHoMH可ecKH藪aHaJIH3八eHTeJIb－

HocT班reoみorHuecKHx　opraHH3鋤藺B　HoBHx　ycハoB朋x　xo3舶cTBoBaH断（新経済条件下における

地質機関の活動の経済的分析）」，ネードラ出版所レニングラード支所，208p・，図7，表55，参30，22x

15cm（露文），UDC：550，8：［338．984＋658．1］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

第1章　地質領域での経済活動の内容，課題，方法，解析機関

　　§L　地質機関での経済活動解析の内容，課題，方法，技術的対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64一（702）
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　10）

球物理研究所報告，

A．瓢．πbIMKHH6彪1

珂・K・Ka涯y田H＝

M・n・巫a3ypOB8」αム

　（図5，表2，参14）

K．P．

B．F，nOHOMapeB

A．A、nePMaKOB：

A．m．双bIMKHH8彪」

A．A。nePMHKOB：

　11）

恥只（ザバイカル地方鉱物鉱物一地球化学論集）」，

A．C．

F．B．AH双peeB8砲ム

B．A。双BopKHH－CaMapcKH茸6∫α」

　1，

H．H．

　　　　　　　　　　　　　新着資料の紹介（資料室）

　　地質領域での解析研究の組織化

　地質学的課題，地質事業計画，実施に影響する要素などの分析

　　地質学的課題とその分析

　　地質調査事業計画の経費的分析

　　地質調査事業の物理的な量の分析法

　　労働人口活用の分析

　　技術装備と基本フォンド利用の分析

　　地質調査事業への最新科学・技術導入の経済効果とその分析

　地質調査事業の原価分析

　　地質調査事業総体と個別の原価分析

　　地質学的課題の段階別原価分析

　　地質機関における支出項目別原価分析

　地質機関の財政活動と財政状態の分析

　　財政計画とその実行についての分析

　　利潤の形成と活用の経済的分析

　　　利潤の形成と財政実施に影響する要素　　利潤活用の分析　　経済的刺激のフォンドとそ

　　　の有効利用の分析

　　地質機関の基本活動別バランスとその分析

　　　財政バランスの全体的特徴　　地質機関の基本活動別バランスの内容　　本来の流動資本

　　　による地質機関保証問題と会計年度内での流動資本変化問題の分析　　標準流動資本の状

　　　態と活用方向　　流動資本回転率の分析　　財政投資と地質機関の支払能力の全体的評価

A・踊・恥鵬羅闘編（1975）：「JloKa筋Hbl茸MeTaMopΦH3Mpy八（鉱石の局部変成）」1地質・地

　　　　　　第269号，ノボシビールスク，160p・，22×15cm（露文〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

　　　　　　・：含水珪酸塩型・スカルン型鉱床磁鉄鉱鉱石の変成の特徴（図M，参17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．5－32

　　　　　動力変成鉄鉱の構造・組織の特徴（図6，表2，参22）　　　　　　　　　P．33－45

　　　　　　　　イルバ後鉱化期貫入体の接触帯における磁鉄鉱鉱石と石灰質スカルンの変成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．45－57

KOBa汲eB：オーゼルノエ硫化鉄鉱一多金属鉱床における鉱石の接触変質（図8，表1，参31）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．58－70

　　　　　　アルタイ地方デボン紀火山源鉄鉱石中の磁鉄鉱の性質にっいて（図1，表4，参44）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．70－85

　　　　　コルシュノヴォ鉱床産赤鉄鉱の結晶形態（図22，参9）　　　　　　　　　P．86－92

　　　　　　　テヤ鉱床産磁鉄鉱中の尖晶石とマグネシオフェライト（図14，表2，参6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．92－99

　　　　　磁鉄鉱の食像について（図10，参6）　　　　　　　　　　　　　　　P．99－106

臨A・皿Bo餌欄・Ca撚βc懸勲編（1971）：「巫HHepamro－reoxHM四ecKHeo肥pKH3a6甜Ka一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウラン＝ウデ，167p・，26×17cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次

naK6≠α」・：カリ資源としてのスィンヌィル　アルカリ岩体の偽白榴石（表4，参9）　P・3－7

　　　　　　：ブリヤート地方中部の燐灰石鉱床の成因的特徴（表2，参9）　　　　P。8一姓

　　　　　　　　　　　　　：花嵩岩類の黒雲母化作用と交代変質黒雲母化花闘岩のタイプ（図

参8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．15－19
HeHa皿eB：時問・空問におけるマグマ組成の進化の問題とマグマ分化岩山塊の生成持続時問

　　　　　　　　　　　　　　　　　65一（703）
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　（表5，参15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．20－32

F．C。PKHn6哲α」・：ザバイカル地方西部にみられる新型式の硫化鉄鉱鉱化作用（図4，参4）　P・33－40

A．〈へ。Fpe6eHHHKoB：ザバイヵル地方東部の予想含鉱花闇岩類中の副成鉱物共生関係（表2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．41一磁

A・H・Ky3He皿oB：ブリヤート地方中部の貫入岩コンプレックス中の燐（図1，表1，参16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．45－50

B．C双OP皿HeB6渉α」．：磁性によるザバイカル地方南西部中生代玄武岩類の時代対比について（図2，

　参2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．51－55
K・B・ByπHaeB：ザバイカル地方西部浅熱水性蛍石鉱床中の側岩粘土化作用について（表1，参19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．56－62

H。F．HoTaMo皿HeB6’畝＝ブリヤート地方の張り石と細工石　　　　　　　　　　　　　P，63－66

P。C。3aM聞eT耶HoB蜘」．：ザバイカル地方の飾石に関する新資料（参7）　　　　　　　P・67－71

B。A．JIHTBHHOBCKH藍：数種のざくろ石閃長岩の生成時におけるアルカリの滲透速度と対面拡散速度の

　関係について（図4，表1，参12〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．72－78

C・A・Fypy肥B6渉α」・：シヤーマン超塩基性岩山塊北縁の交代性累帯構造（図13，表8，参12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．　79－IOO

B・H・JIOC瓢KH伽渉α」・：トゥルカー川・クィジミート川上流地区の古期層の組成と変成作用の特徴（図

　4，表2，参2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．101＿115

B・几BaTyeB8渉α」・：コーンダ河盆地の菱鉄鉱鉱床について（図1，表1）　　　　　　　P・116－119

K）．B，n汲OTHKKOB6オαZ．：ブリヤート自治共和国クルバー鉱床生成域北部の硫化鉄鉱鉱床の地質，分布

　規則性と成因的特徴（図1，参4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・120－126

B・H・KHpacHpoBaぬZ・：ノミイカル湖南東岸浜砂産のiserin（表2，参5）　　　　　　　P・127－130

B。H．KHpacHpoBa8診α」．：バイカル湖南東岸浜堆積層産の燐灰石（表2，参3）　　　　　　P・131－133

r・C・PH皿：オーゼルヌィ多金属一硫化鉄鉱鉱床の脈石鉱物と鉱石鉱物の生成温度について（表1，参

　　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．134－137
B．A・双BopKHH－CaMapcK雌6嬬・：沿バイカル地方オイムール・ベズイミャンカ両山塊の曹長石化花闘

　岩の化学組成（図1，表2，参2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・138－144

B。瓢．CKO6πo：堆積作用と火山作用の移動についての数学的特徴づけ（図1，表4，参12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．145－156

T・A・POKaqyK：ブリヤート地方中部花嵐岩類の比較岩石化学的研究への数理統計適用例について（図

　4，表4，参7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．157－167
　12）　3・A・J耳a駅八窺，」耳・C。Ero欝oB（1974）；「AnaTHToBble　MecTopo》K八eHHH　Kap60HaTKToBblx

KOMHπeKCOB（カーボナタイト　コンプレックスの燐灰石鉱床）」，ネードラ出版所，モスクワ，145p・，

図38，表4，参161，22×15cm（露文），UDC：553・641＝552・33（100）
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第1章　含燐灰石超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト生成区

第2章
第3章
第4章
第5章

含燐灰石超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト山塊群

超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト山塊中の燐灰石鉱床

燐灰石鉱床の分布規則性

燐灰石鉱床生成作用の規則性
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